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水防団待機水位 1.00 m

氾濫注意水位 1.50 m

避難判断水位 1.60 m

氾濫危険水位 1.90 m

計画高水位 2.02 m
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ダムの効果(迫間川の水位低下)【R5.6.30～7.1 梅雨前線による豪雨】

【竜門ダムの洪水操作】

ダムへ流れてくる
水量の約６割に
低減させて流しま
した

今回の大雨で貯めた最大水量
約２００千立方㍍

最高水位 ２７２．２８ｍ

（流入量）ダムへ流れてくる水量
最大152.61m3/s
(7月1日6時50分）

（放流量）
下流河川へ流す量

81.65m3/s
(7月1日6時50分）

洪水量に達した水位 ２７２．１０ｍ

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変
わる可能性があります。

農業用水・工業用水・水
道水などに利用するため
常時貯めている水量

約２１ｃｍ低減

今回の大雨で観測したダム
効果最大時の河川水位

0.86m

ダムで調節しなかった場合の
推定水位1.07m

竜門ダムでは、7月1日6時50分に流入量が
最大約152m3/sに達し、ダムに約200千m3を
貯留しました。
これにより、ダム下流の隈府地点で水位が
約21cm低減されたと推定しております。

【隈府地点】
（竜門ダムにおける水位低減効果（最大））
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